
 

 

■調査の目的 

 

 

 

 

■調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■春日部市の学力調査結果の概要（教科区分ごとの平均正答率）  （単位％） 

  学年  国語 算数・数学 英語 

Ｒ５ 

小６ 市 ６９ ６１  

県 ６８ ６２ 

国 ６７．２ ６２．５ 

中３ 市 ７１ ４８ ４０ 

県 ７１ ５２ ４６ 

国 ６９．８ ５１．０ ４５．６ 

Ｒ４ 

小６ 

市 ６７ ６３ ※令和４年度は、理

科を実施 県 ６７ ６４ 

国 ６５．６ ６３．２ 

中３ 

市 ６８ ４８ 

県 ７０ ５２ 

国 ６９．０ ５１．４ 

 

•義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。  

•そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。  

•学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査 

春日部市全体の調査結果概要（目的・概要等） 

実 施 日 令和５年４月１８日（火） 

調査対象 １ 原則として全児童生徒を対象とする。 

【小学校調査】 小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年 

【中学校調査】 中学校第３学年、義務教育学校後期課程第９学年 

２ 小・中・義務教育学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象

となる教科について、以下に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則

とする。 

(1) 下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

(2) 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容 

の指導を受けている児童生徒 

調査事項 １ 児童生徒に対する調査 

(1) 教科に関する調査 

①小学校〈国語、算数〉 

②中学校〈国語、数学、英語〉 

 (2) 質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙による調査 

２ 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組等に関する質問紙による調査 

 



■教科に関する調査結果（小学校） 

小学校 国語 
平均正答率(%) 

春日部市 

全 体 ６９   

学習指導 

要領の 

領域等 

言葉の特徴や使い方に関する事項 ７３．８ 

情報の扱い方に関する事項 ６１．９ 

話すこと・聞くこと ７５．１ 

書くこと ２５．２ 

読むこと ７２．３ 

【平均正答率が最も低かった問題】 

・図表やグラフを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して、条件に合う

ように解決方法を書く問題。（６０字以上１００字以内） 

 

小学校 算数 
平均正答率(%) 

春日部市 

全 体 ６１   

学習指導 

要領の 

領域等 

数と計算 ６５．５ 

図形 ４７．４ 

変化と関係 ６９．５ 

データの活用 ６５．３ 

【平均正答率が最も低かった問題】 

 

 

 

 上記三角形の面積の大小関係について選びその理由を書く問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送り仮名を選択する問

題や２つの資料に書かれ

ていることを選択する問

題は、高い正答率でした。

また、話し手が伝えたい

ことや自分が聞きたいこ

との中心を捉えることも

できていました。 

【２教科に共通する事項】 

・記述式になると、正答率が著しく下がる。（無解答率も上がる） 

問題形式 
正答率（％） 

国語 算数 

選択式 ７４．７ ５８．１ 

記述式 ５２．０ ４４．３ 

・５年生までに、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していた児童ほど、正答率が高い。 

基礎的な計算力は身に

ついています。「変化と関

係」の中で変化の特徴や

比例ではない理由を説明

する問題は高い正答率で

した。図形の定義や割合

が表す大きさの理解に課

題が見られました。 



■教科に関する調査結果（中学校） 

中学校 国語 
平均正答率(%) 

春日部市 

全 体 ７１   

学習指導 

要領の 

領域等 

言葉の特徴や使い方に関する事項 ６９．２ 

情報の扱い方に関する事項 ６３．８ 

我が国の言語文化に関する事項 ７５．８ 

話すこと・聞くこと ８３．７ 

書くこと ６３．９ 

読むこと ６４．０ 

【平均正答率が低かった問題】 

①「おし量る」   部を漢字に直す問題 

②現代語の「竹取物語」の古典文のものと比較して、どこがどのように工夫されているか

考えを書く問題 

 

 

中学校 数学 
平均正答率(%) 

春日部市 

全 体 ４８   

学習指導 

要領の 

領域等 

数と計算 ５８．７ 

図形 ３１．１ 

関数 ４８．９ 

データの活用 ４７．７ 

【平均正答率が低かった問題】 

①証明  

 右図において、△ＡＢＣ≡△ＣＥＡを 

 利用して、ＢＣ//ＡＥを証明する問題 

 

 

② 

 

 

 

 

 

「話すこと・聞くこと」

や言語文化については、

概ね高い正答率でした。

叙述に即して読んだり要

旨を把握したりすること

も高い正答率でした。資

料と資料の関係性を理解

することに課題が見られ

ました。 

基本的な計算について

は、概ね高い正答率でし

た。関数において、グラ

フから必要な情報を適切

に読み取ることもできて

いました。しかし、図形

については、問題形式に

かかわらず、正答率が３

５％以下であった。定義

はもちろん、活用につい

ても課題が見られまし

た。 



中学校 英語 
平均正答率(%) 

春日部市 

全 体 ４０   

学習指導 

要領の 

領域等 

聞くこと ５５．４ 

読むこと ４４．７ 

書くこと １７．５ 

 

【平均正答率が低かった問題】 

①学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいものを１つ取り上げ、それについて

説明するまとまりのある文章を 25 語以上の英語で書く問題 

②You have to come to speech contest.  左の文を依頼する表現に修正をする 

 

【無解答率が最も高かった問題】 

・英語の長文中の質問に対して、自分の考えと理由を英語で記述する問題 

 

【英語における問題形式別正答・無解答率】 

問題形式 正答率（％） 無解答率（％） 

選択式 ５０．０ ０．４ 

短答式 ２２．６ １４．９ 

記述式 ９．７ ２６．９ 

 

場面や状況について、

情報を正確に聞き取るこ

とは、概ね高い正答率で

した。日常的に英語を使

う機会が十分にある生徒

ほど正答率が高い傾向に

ありました。 

【３教科に共通する事項（クロス集計から）】 

・１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがう

まく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表した生徒ほど正答率が

高い。 

・該当教科が「好き」、「授業がよく分かる」という生徒ほど正答率が高い。 

・道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に

取り組んでいると回答した生徒ほど正答率が高い。 

【小中学校に共通する事項（クロス集計から）】 

・学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

PC・タブレットなどの ICT 機器を、勉強のために使っていますかという設問に対し、

「１時間以下」と回答した児童生徒ほど正答率が高い。 


